
 

 

 

 

 

 

 

脱水のサインを見逃さない！！ 

◎脱水状態（喪失量の目安）と主な症状 

 症    状 

軽症 口渇、頭痛、倦怠感、脱力感、無関心、食欲不振、立ちくらみ 

中等症 強い口渇、口腔内乾燥、悪心・嘔吐、脱力感、めまい、濃縮尿、乏尿、不安、皮膚粘膜乾燥、皮膚弾力性

低下、眼球陥没、脈拍微弱、（起立性）低血圧 

重症 精神神経症状（不安感、幻覚、小脳症状など）、血圧低下、頻脈、体温上昇・低下、循環不全、ショック、

昏迷、昏睡、死亡 

普段から出来る脱水症の予防 

①1日に必要な水分量を知る・・人間は１日に 2.5Ｌ水分が必要です。高齢者は体重１キロ 

                   あたり約 40ｍｌで体重 50 キロの人は約 2Ｌです。 

②部屋の温度や湿度を調整する 

③定期的に水分補給をする・・本人に自覚がない時もあるので声かけも必要 

④好みの飲み物やフルーツ・ゼリー・水ようかんなどの水分を凝固させたもので水分補給してもらう 
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